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学 会 充 衣
1) ニューロン活助の個体丑について






















































































学 会 発 衷
1) 切断脳ザルにおける反応時間分布の分析








宋 没 ･鈴木 鬼
森 梅代･足沢貞成
研 究 概 要
1) ニホンザルの分布とその変動に関する研究
川村俊蔵 ･東 滋
鈴木 晃 ･足沢貞成
京都,兵庫,滋斑,和歌山,三誼,岐4.宮崎のニホ
ンザルの分布の現状について,一次充料の災机をおこな
っている｡
岐阜,宮崎両LF是と東北地方の南部などの天然林地引fJこ
ついて,ニホンザルの分布俊の形成過程一多くは地域個
体群の衰退史である-をたどった｡
2) ニホンザルの社会生態学-とくに自然Ltfの環境利用
とグルーピング･社会構造
光 滋 ･足沢貞成
ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境で,遊
動する群れがしめす生活と社会現象をとらえなおすため
に屋久島と下北半島四部の地域個体群について継続的な
調査を行なっている｡
3) ニホンザルの個体群の生活の維持に対する森林旭光
その他の humanimpactの影響の生態学的研究
,Tti 泣
ニホンザル個休群の地域構造や生活のたてかたに与え
る人鵜営力の作用を生態学の文脈においてとらえる｡も
っぱら ､自然.のClrJの反応を異なる形式あるいは程皮で
人孤の加わった地域間の比較と同一地域の時系列的変化
の追跡により把捉しようとする｡下北半出の北西部 ･摘
西部の2つの地域個体群についての個体群変動の追跡と
岐阜県下の天然林地域と .森林閃光.のすすんだ地域の
予蛸的調査を行なった｡
また平行して.おなじ環境変化がニホンザル以外の就
林崎乳動物に与える影等劉こついても調査をすすめてい
る｡
4) ニホンザルの地域個体群のあり方
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